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る
内
紛
や
市
議
選
惨
敗
の
末
、
事
実
上
消
滅
し
た
こ
と
だ
。

翁
長
を
支
援
し
た
自
民
党
離
脱
勢
力
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
支

持
層
に
見
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

四
年
前
の
時
点
で
は
、
保
守
中
道
の
有
権
者
に
も
、
反
辺
野

古
の
世
論
は
広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
知
事
選
の
結
果
や

世
論
調
査
に
も
明
ら
か
だ
。
そ
の
後
、
政
権
に
よ
る
〝
強
圧
的

基
地
建
設
〞
が
あ
か
ら
さ
ま
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
一
度
は
反

基
地
に
振
れ
た
民
意
が
こ
れ
ほ
ど
極
端
に
〝
自
民
回
帰
〞
す
る

も
の
か
、
私
は
そ
の
内
実
を
理
解
で
き
ず
に
い
た
。

た
と
え
ば
、
新
風
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
市
議
会
議
長
に
も
な
っ

た
金
城
徹
は
、
昨
夏
の
那
覇
市
議
選
で
落
選
、
現
在
は
県
レ
ベ

ル
の
保
守
系
市
町
村
議
の
組
織
「
新
し
い
風
・
に
ぬ
ふ
ぁ
ぶ
し

（
沖
縄
方
言
で
北
極
星
の
意
味
）」
の
代
表
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
胸
に
も
は
や
議
員
バ
ッ
ジ
は
な
い
。

振
り
返
れ
ば
二
〇
一
三
年
秋
ま
で
は
、
自
民
党
県
連
も
オ
ー

ル
沖
縄
の
一
角
を
占
め
て
い
た
。「
辺
野
古
反
対
」
の
公
約
を

突
然
、
反
故
に
し
て
有
権
者
を
裏
切
っ
た
の
は
県
連
で
あ
り
、

最
後
ま
で
筋
を
通
し
た
の
が
新
風
会
で
は
な
か
っ
た
か
。
二
十

年
前
、
革
新
の
大
田
昌
秀
が
保
守
の
稲
嶺
惠
一
に
知
事
選
で
敗

れ
た
際
、
自
民
党
は
「
県
政
不
況
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

成
功
し
た
。
基
地
問
題
で
政
府
と
対
立
し
た
が
ゆ
え
に
、
沖
縄

の
前
副
知
事
・
安
慶
田
光
男
が
主
宰
す
る
集
ま
り
に
ま
で
顔
を

出
し
、
そ
の
動
き
は
さ
ま
ざ
ま
に
憶
測
を
呼
ん
だ
。

革
新
政
党
や
労
組
な
ど
で
つ
く
る
県
知
事
選
調
整
会
議
は
、

翁
長
の
体
力
回
復
を
待
ち
、
出
馬
要
請
を
先
延
ば
し
し
て
い
る
。

「
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」
を
離
脱
し
た
県
内
の
土
木
・
小
売
り
企

業
「
金
秀
」
や
ホ
テ
ル
観
光
業
「
か
り
ゆ
し
」
な
ど
は
、
革
新

と
は
別
に
保
守
中
道
支
持
団
体
の
組
織
化
を
目
指
す
。

そ
し
て
二
十
七
日
、
県
議
会
与
党
中
道
会
派
「
お
き
な
わ
」

と
こ
れ
ら
企
業
グ
ル
ー
プ
が
「
翁
長
知
事
を
支
え
る
政
治
・
経

済
懇
話
会
」
を
設
立
し
た
。
結
成
総
会
に
は
、
那
覇
市
や
南
城

市
な
ど
の
市
町
村
長
や
県
内
全
域
の
保
守
中
道
市
町
村
議
員
、

そ
し
て
百
社
を
超
す
企
業
の
代
表
者
が
集
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

前
回
の
記
事
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
秋
の
知
事
選
は
保
守
中

道
票
の
取
り
込
み
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
反
基

地
運
動
に
停
滞
感
が
漂
う
の
は
、
四
年
前
、
保
革
共
闘
で
勝
利

し
た
翁
長
陣
営
の
う
ち
、
保
守
中
道
の
勢
力
が
弱
体
化
、
革
新

オ
ン
リ
ー
の
〝
片
肺
飛
行
〞
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
原
因
と

さ
れ
る
た
め
だ
。

そ
の
象
徴
的
な
現
象
が
、
前
回
の
知
事
選
で
那
覇
市
長
だ
っ

た
翁
長
を
擁
立
し
た
那
覇
市
議
会
の
自
民
党
会
派
「
新
風
会
」

が
、
十
二
議
席
の
集
団
か
ら
急
激
に
縮
小
し
、
議
長
選
を
め
ぐ

保
守
中
道
票
の
行
方
が
カ
ギ

県
政
奪
還
を
目
指
す
自
民
党
県
連
は
、
五
月
二
十
日
、
第
三

回
の
候
補
者
選
考
委
員
会
を
開
き
、
自
薦
他
薦
十
数
人
の
一
次

候
補
者
を
月
内
に
も
四
人
程
度
に
絞
り
、
六
月
上
旬
を
め
ど
に

最
終
決
定
す
る
方
向
で
合
意
し
た
。

そ
の
前
日
に
は
、
菅
義
偉
官
房
長
官
が
泊
り
が
け
で
沖
縄
入

り
し
て
い
る
。
米
軍
補
給
基
地
・
キ
ャ
ン
プ
キ
ン
ザ
ー
の
外
周

部
、
国
道
沿
い
の
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
返
還
す
る
式
典
に
出
席
す

る
た
め
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
自
民
党
県
連
幹
部
と
の
意
見

交
換
会
や
北
部
十
二
市
町
村
長
と
の
会
合
に
も
出
席
。
教
員
採

用
試
験
で
の
口
利
き
疑
惑
で
昨
年
一
月
に
退
任
し
た
翁
長
側
近

四
月
の
連
休
前
、
膵
臓
の
腫
瘍
切
除
手
術
を
受
け
た
沖
縄
の

翁
長
雄
志
知
事
は
、
五
月
十
五
日
、
よ
う
や
く
退
院
し
て
報
道

陣
の
前
に
姿
を
現
し
た
。

当
面
の
登
庁
は
週
一
回
、
体
力
の
回
復
に
合
わ
せ
て
少
し
ず

つ
通
常
勤
務
に
近
づ
け
る
と
い
う
。
表
情
に
は
晴
れ
や
か
な
笑

み
も
見
ら
れ
た
が
、
明
ら
か
に
痩
せ
細
っ
た
そ
の
姿
に
、
支
持

者
の
間
に
は
動
揺
も
広
が
っ
た
。
知
事
選
へ
の
意
向
を
聞
く
記

者
の
質
問
に
は
、「
一
日
一
日
、
し
っ
か
り
公
務
を
や
る
こ
と

で
県
民
の
判
断
に
委
ね
た
い
」
と
答
え
た
だ
け
。
出
馬
す
る
の

か
し
な
い
の
か
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
読
み
取
れ
る
回
答
で
は

な
か
っ
た
。

そ
ん
な
先
行
き
不
透
明
な
状
況
下
、
地
元
政
界
は
さ
ま
ざ
ま

に
動
い
て
い
る
。
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